
共創力強化
～多様な人材が豊かな未来をつくる　みやぎの食と農～

宮城県農政部

ひと・もの・ちえを総動員した持続可能な農村の構築
（活力ある農村）

このパンフレットに関するお問い合わせ、ご意見・ご要望は

TEL 022-211-2963　Email noseise@pref.miyagi.lg.jp

宮城県農政部 農業政策室
〒980-8570　宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１

気候変動に対応した新品種の開発

農業大学校における実習風景

宮城県オリジナル新品種「ころろんベリー」

令和７年度に建設した高温耐性検定施設

優れた霜降りをもつ優良基幹種雄牛の造成（華福久）

台湾旅行博への出展による農泊の
プロモーション

グリーンツーリズムの
体験プログラム提供

鳥獣害被害防止に向けた
侵入防止柵の設置

ジビエ利活用のための加工作業

地域資源を活用した商品開発と販売戦略の検討

地域資源の保全活動
（左）法面の草刈り　（右）農業用水路の清掃（江払い）

写真：農地整備が完了した栗原市津久毛地区

基本項目

3

田んぼダム普及拡大のための
小学校での出前授業

令和 8年度宮城県農業行政の概要

はなふくひさえはら

防災重点農業用ため池の
堤体の補強工事
ていたい

つ く も

この冊子は3,000部印刷して
1部当たりの単価は37円です

（1） 関係人口と共に創る活力ある農村
●インバウンド需要の取り込みによる持続可能な農泊ビジネス
　の創出推進
●多様な人材との関わりの創出と都市農村交流活動の中心
　となる人材の育成
●農村型地域運営組織（農村RMO）等の設立や運営体制
　づくりの支援

（2） 地域資源を活用した多様ななりわいの創出
●バイヤーとのタイアップによるニーズに対応した商品開発の
　支援
●専門家派遣による商品開発や経営改善の伴走型支援
●農林漁業者と食品加工業者等の連携に向けたマッチング

（4） 地域資源の保全管理による営農・農村環境の維持
●農業・農村の多面的機能の維持・発揮のための共同活動を
　支援
●農地や土地改良施設の利活用を基本とする地域住民活動の
　多様な展開の促進
●中山間地域等における農地の維持・保全に向けた活動への
　支援

（5） 農業・農村の強靭化による地域防災力の強化
●農業用ため池の防災工事の計画的推進、管理体制強化
●洪水や浸水被害のリスクを緩和する「田んぼダム」の
　普及拡大
●農業水利施設等の長寿命化対策などの実施

（3） 野生鳥獣による農作物被害対策の強化とジビエ利活用の拡大

●鳥獣被害対策実施予定地区への計画策定支援、侵入防止柵
　の設置・管理への支援
●ICT機器の導入による捕獲省力化などへの支援
●ジビエ有効利用のための市町村等関係団体への支援



令和８年度　宮城県農業行政の概要　重点方針

高校生地産地消
お弁当コンテスト

コンテスト知事賞受賞作品

宮城の逸品が見つかる・
買えるポータルサイト
「宮城旬鮮探訪」

こちらから
アクセス
できます！

特定家畜伝染病発生時に備えた防疫演習 GAP導入研修会

県産食材のPR活動

時代のニーズに対応した県産食品の安定供給
（豊かな食）

基本項目

1
（1） 県民による豊かなみやぎの食と農への理解と地産地消の促進

（2） 市場ニーズの変化に対応する県産食品の販売力強化

（3） 県民への安全・安心な食料の安定供給

　本県の農業を取り巻く状況は、人口減少に伴う国内市場の縮小や生産者の減少・高齢化等に加え、気候変動や
野生鳥獣被害、飼料・資材価格等の高止まりなど、より一層厳しさを増している中、これらの様々な課題等にき
め細かく対応し「第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画（令和３年度～令和12年度）」で掲げる将来像（「豊か
な食」、「儲ける農業」、「活力ある農村」）を実現するため、以下の取組を着実に実施していきます。

みどり認定農業者の課題
解決に向けたチーム設立

環境に配慮した生産の消費者理解促進
（生産者と消費者の交流会）

女性農業者のための
農業機械セミナー

就農希望者の農業体験ツアー

次代の人材育成と革新技術の活用による戦略的な農業の展開
（儲ける農業）

基本項目

2
（1） 環境との調和に配慮した持続可能な農業の推進

（2） みやぎの農業を支える多様な人材の確保・育成

新たな園芸作物の導入可能性調査
（バニラビーンズ）

可変施肥対応散布機による施肥

整備前 整備後

地域農業の未来設計図「地域計画」
実現に向けた支援

乾田直播の播種作業 優良種子生産のためのほ場巡回

高度環境制御による施設園芸
（ミニトマト）

大区画ほ場を活用した
大規模露地園芸
（たまねぎ）

仙台牛のブランド力向上に
向けた霜降りの細かさの

データ蓄積

ドローンを活用した
畜舎の暑熱対策

１ha

●「みやぎ農産の日」制定による県産食材の消費拡大
●高校生地産地消お弁当コンテストの開催
●地産地消推進店等との連携等による理解度向上と利用促進
●都市農村交流活動の取組支援

●特定家畜伝染病の防疫体制の強化
●農業者・教育機関へのGAP認証取得支援
●農業保険への加入促進
●県産農畜産物等の放射性物質検査の実施

●首都圏等における主要都市での物産販売コーナー設置、ECへの誘導
　など商品に応じた県内外への多様な手法による販路開拓支援
●県産食材の認知度・付加価値の向上
●産地への実需者ニーズに対応した生産体制の整備支援
●１、2、３次産業が連携するプラットフォーム運営によるビジネス創出
●食品製造事業者の経営改善支援、経営者育成支援

●環境負荷低減・省力化に資する栽培体系の確立・普及
●みどり認定農業者等への一元的な課題解決支援
●オーガニックビレッジなど有機農業の取組支援
●有機センターの堆肥活用促進に向けた支援

（3） 先進技術等を活用した農業生産の効率化と高度化

●ICT等の先進技術を活用したスマート農業の普及・拡大
●RTK基地局を利用した高精度作業の実践支援
●気候変動に対応した高温に強い水稲品種の開発や新たな
　園芸作物の導入可能性調査
●時代のニーズに対応した農業生産技術の開発

農地の大区画化

（4） 基盤整備と集積・集約化による農地利用の高度化

●農地中間管理事業の活用促進による地域計画の実現支援
●農地の大区画化による集積・集約化と汎用化の推進
●中山間地域等での簡易な基盤整備による耕作条件の改善

●新規就農者の確保・育成に向けた農業体験の実施及び
　相談から定着までの切れ目ない伴走型支援
●女性農業者の技術力向上支援
●農業経営者への経営安定化、経営継承支援
●企業等の農業参入、農福連携の取組支援
●外国人材等の就労環境整備への支援

（5） 需要に応じた米生産と水田農業の収益力強化

●需要に応じたみやぎ米の生産や実需者との事前契約の推進
●主要農作物（稲・大豆・麦類）の優良な種子の生産・供給、
　気候変動等に対応した品種の開発・選定
●水田を活用した園芸作物への転換・定着の推進
●麦、大豆、飼料作物等でのスマート農業技術の導入支援
　と農地整備による条件整備

（6） 先進的大規模拠点を核とした園芸産地の確立

●いちごの需要拡大に対応した生産体制整備の支援
●施設園芸での高度環境制御等のDX技術導入や
　大規模施設園芸立地奨励金による企業の農業参入を支援
●大規模露地園芸での機械化一貫体系やスマート農業技術
　の導入支援
●産地・流通業者・実需者等が連携した生産・流通体制
　整備の支援

（7） 生産基盤の拡大による畜産の競争力強化

●気候変動に対応した牧草栽培技術の実証・普及、
　酪農畜舎等の暑熱対策を支援
●優良基幹種雄牛の造成や「霜降りの細かさ」・「脂肪の質」
　の改良と仙台牛のブランド力向上を推進
●第13回全国和牛能力共進会（令和９年開催）に向けた
　出品候補牛の調査・選定
●中小規模の採卵養鶏・養豚経営体の労働性向上や
　食品産業との連携強化支援
●系統豚「しもふりレッド」の生産体制やブランドの強化


